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跡
見
の
文
化
に
感
謝
鶴
　
　
光
　
代
伝
統
あ
る
跡
見
学
園
女
子
大
学
で
の
五
年
間
の
教
職
生
活
は
、
こ
の
上
な
い
貴
重
な
も
の
で
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
三
月
に
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
を
退
職
し
、
四
月
に
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
臨
床
心
理
学
科
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
秋
田
大
学
の
前
は
、
福
岡
教
育
大
学
に
い
ま
し
て
、
約
三
十
七
年
間
、
教
員
養
成
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
教
員
養
成
の
学
部
に
お
け
る
質
実
を
良
と
す
る
雰
囲
気
や
、
学
生
、
教
職
員
の
朴
訥
と
し
た
気
質
に
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
明
る
さ
、
華
や
か
さ
、
ス
マ
ー
ト
さ
に
は
、
異
文
化
的
新
鮮
さ
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
こ
の
新
鮮
さ
は
、
こ
こ
ろ
浮
き
立
つ
も
の
で
、
こ
こ
で
五
年
間
過
ご
す
の
だ
と
、
う
れ
し
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
私
の
専
門
分
野
は
臨
床
心
理
学
で
、
こ
の
分
野
に
は
学
生
が
興
味
を
持
つ
テ
ー
マ
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
学
の
学
生
も
関
心
を
示
し
て
く
れ
て
、
授
業
は
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
学
期
の
終
わ
り
に
、「
授
業
を
通
し
て
自
分
の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
や
「
自
分
を
伸
ば
し
て
い
け
る
気
が
し
て
き
た
」、「
ス
ト
レ
ス
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
力
が
つ
い
た
気
が
す
る
」
な
ど
の
感
想
を
聞
く
と
、
つ
い
つ
い
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。
先
生
方
や
職
員
の
皆
様
に
は
、
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
対
応
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
き
に
何
度
と
な
退
職
な
さ
る
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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く
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
退
職
に
あ
た
っ
て
五
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
次
々
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
、
緊
張
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
は
、
本
学
大
学
院
の
人
文
科
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻
が
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
に
（財）
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
に
よ
る
実
施
視
察
を
受
け
た
と
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
臨
床
心
理
学
専
攻
は
、
臨
床
心
理
士
養
成
大
学
院
一
種
の
指
定
を
認
定
協
会
よ
り
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
指
定
三
年
目
の
平
成
二
十
一
年
度
は
、
認
定
協
会
よ
る
実
地
視
察
の
年
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
実
地
視
察
は
、
認
定
協
会
の
視
察
に
関
わ
る
専
門
委
員
二
名
が
対
象
と
な
る
大
学
院
に
赴
き
、
教
育
環
境
、
教
育
内
容
・
方
法
、
教
員
組
織
等
に
つ
い
て
視
察
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の
視
察
結
果
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
保
留
の
項
目
で
評
価
さ
れ
、
Ａ
評
価
は
年
度
に
よ
っ
て
は
該
当
無
し
で
あ
っ
た
り
す
る
、
結
構
厳
し
も
の
で
し
た
。
こ
の
実
地
視
察
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
学
長
嶋
田
先
生
を
筆
頭
と
す
る
全
学
的
組
織
に
よ
る
支
援
を
い
た
だ
き
準
備
を
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、
視
察
評
価
は
Ａ
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
二
十
一
年
度
は
、
十
三
校
の
大
学
院
が
実
施
視
察
の
対
象
と
な
り
そ
の
内
二
校
が
Ａ
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
視
察
評
価
が
公
表
さ
れ
た
と
き
に
、
認
定
協
会
関
係
者
に
「
大
学
事
務
部
門
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
結
局
は
評
価
が
高
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
全
面
的
に
ご
助
力
い
た
だ
い
た
渡
邊
教
務
課
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
務
課
の
皆
様
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
真
新
し
い
二
号
館
が
で
き
て
間
も
な
く
の
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
心
理
臨
床
学
会
第
二
十
八
回
春
季
大
会
を
、
大
学
当
局
の
皆
様
と
臨
床
心
理
学
科
の
先
生
方
の
ご
協
力
の
下
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
、
五
二
五
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
立
派
な
校
舎
と
行
き
届
い
た
設
備
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
十
八
回
春
季
大
会
で
は
、
併
せ
て
日
本
心
理
臨
床
学
会
が
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
記
念
の
式
典
を
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ホ
ー
ル
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
式
典
に
は
、
日
本
心
理
学
会
を
は
じ
め
と
す
る
心
理
学
関
係
の
諸
学
会
か
ら
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
大
き
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
跡見の文化に感謝
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学
会
開
催
繋
が
り
で
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
第
十
八
回
日
本
臨
床
動
作
学
会
大
会
の
こ
と
で
す
。
記
念
す
べ
き
は
、
大
会
の
発
表
論
文
集
の
表
紙
に
跡
見
花
蹊
先
生
の
『
秋
虫
瓜
蔬
図
』
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
こ
の
図
は
、
花
蹊
記
念
資
料
館
で
作
成
さ
れ
て
い
る
一
筆
箋
の
表
紙
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
心
を
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。
学
術
大
会
が
九
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
何
と
か
こ
の
図
を
表
紙
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
も
の
か
と
、
お
そ
る
お
そ
る
資
料
館
に
尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、
資
料
館
Ｈ
Ｐ
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
載
っ
て
い
る
こ
の
図
を
使
っ
て
よ
い
と
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
『
秋
虫
瓜
蔬
図
』
の
解
説
に
は
、「
自
画
賛
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
を
見
た
客
人
が
、『
ど
の
よ
う
な
手
本
を
見
て
こ
れ
を
描
い
た
の
か
、
明
の
も
の
か
、
清
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
わ
が
国
の
元
禄
時
代
の
作
家
の
も
の
か
」』
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
花
蹊
は
笑
い
な
が
ら
菜
園
を
指
差
し
、『
私
の
手
本
は
こ
こ
に
あ
る
』
と
答
え
た
と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
。
明
治
維
新
と
い
う
激
動
の
時
代
を
自
立
的
な
女
性
と
し
て
活
躍
し
た
花
蹊
先
生
の
生
き
方
を
、
手
本
を
元
に
描
く
の
で
は
な
く
自
己
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
世
界
を
描
く
と
い
う
姿
勢
に
見
た
思
い
で
、
心
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
表
紙
は
、
会
員
に
大
好
評
で
し
た
。
表
紙
の
裏
に
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
解
説
を
借
り
て
、「
登
場
す
る
野
菜
類
は
、
糸
瓜
（
へ
ち
ま
）、
南
瓜
（
か
ぼ
ち
ゃ
）、
紫
茄
（
な
す
び
）、
鬼
灯
（
ほ
お
ず
き
）、
玉
蜀
黍
（
も
ろ
こ
し
）
で
、
胡
蝶
（
こ
ち
ょ
う
）、
寒
蝉
（
ひ
ぐ
ら
し
）、
螽
斯
（
き
り
ぎ
り
す
）、
絡
緯
（
く
つ
わ
む
し
）、
蜻
蛉
（
と
ん
ぼ
）、
蝸
牛
（
か
た
つ
む
り
）、
蟷
螂
（
か
ま
き
り
）、
蚊
な
ど
の
秋
の
虫
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
」
と
載
せ
ま
し
た
。
こ
の
解
説
に
も
興
味
を
持
つ
人
が
あ
り
、
秋
の
虫
の
そ
れ
ぞ
れ
が
何
処
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
探
し
合
う
若
い
会
員
も
い
て
、『
秋
虫
瓜
蔬
図
』
を
め
ぐ
っ
て
賑
や
か
な
場
面
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
「
蚊
」
が
一
番
見
つ
け
に
く
い
よ
う
で
し
た
。（
花
蹊
先
生
、
若
い
人
は
真
面
目
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
楽
し
ん
で
し
ま
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。）
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
は
、
誰
も
が
、
東
日
本
大
震
災
に
心
を
痛
め
、
そ
の
災
害
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
い
く
年
で
し
た
。
跡
見
学
園
女
子
大
学
も
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
舎
に
被
害
が
出
て
一
ヶ
月
余
り
新
学
期
開
始
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
山
田
学
長
を
初
め
と
す
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る
教
職
員
の
努
力
で
短
期
間
に
通
常
体
制
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
災
害
へ
の
自
己
対
策
意
識
が
強
ま
り
、
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。
心
理
臨
床
に
携
わ
る
者
は
、
日
頃
か
ら
被
災
時
の
人
の
心
理
状
況
と
そ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
研
修
し
て
い
る
も
の
の
、
今
回
の
大
震
災
で
は
大
津
波
や
放
射
能
汚
染
の
問
題
が
あ
り
、
新
た
な
研
修
を
付
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
事
は
急
い
で
い
て
、
三
月
二
十
三
日
に
設
立
し
た
東
日
本
大
震
災
心
理
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修
会
を
跡
見
の
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
臨
床
心
理
学
科
の
先
生
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
研
修
会
の
運
営
の
主
力
は
跡
見
関
係
者
が
担
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
研
修
会
に
、
臨
床
心
理
士
と
な
っ
た
大
学
院
臨
床
心
理
学
専
攻
修
了
者
や
大
学
院
生
が
自
発
的
に
参
加
の
意
志
を
寄
せ
て
き
て
、
当
日
運
営
の
中
心
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
研
修
も
さ
り
な
が
ら
母
校
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
研
修
会
を
少
し
で
も
手
伝
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
修
了
生
や
大
学
院
生
達
が
、
自
ら
の
社
会
的
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
人
を
支
援
す
る
専
門
家
と
し
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
で
は
、
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
教
師
、
保
護
者
へ
の
支
援
も
最
重
要
課
題
で
し
た
。
文
部
科
学
省
は
、
緊
急
の
学
校
支
援
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
計
画
し
、
そ
の
協
力
を
心
理
支
援
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。
被
災
三
県
に
延
べ
数
百
人
の
臨
床
心
理
士
を
送
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
し
た
。
そ
こ
で
、
臨
床
心
理
学
科
の
先
生
方
に
緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
参
加
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
大
学
か
ら
許
可
が
出
れ
ば
是
非
被
災
地
に
赴
き
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
山
田
学
長
、
大
塚
副
学
長
、
奈
倉
学
部
長
に
相
談
を
申
し
上
げ
、
大
学
当
局
の
理
解
あ
る
許
可
を
い
た
だ
き
、
五
名
の
教
員
が
岩
手
県
の
あ
る
学
校
に
、
週
替
わ
り
で
リ
レ
ー
し
な
が
ら
五
週
間
担
当
し
ま
し
た
。
宿
泊
先
か
ら
、
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
大
津
波
の
被
害
そ
の
ま
ま
の
町
跡
を
通
り
抜
け
て
学
校
に
通
い
、
肉
親
を
喪
い
、
家
を
無
く
し
た
生
徒
た
ち
の
、
無
念
、
悲
哀
、
気
力
の
弱
ま
り
、
自
責
の
念
と
い
っ
た
気
持
ち
に
向
き
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
と
同
じ
よ
う
な
重
い
痛
手
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
早
く
も
立
ち
上
が
り
学
校
の
平
常
活
動
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
教
職
員
に
も
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
支
援
の
た
め
に
、
遠
く
に
あ
る
避
難
跡見の文化に感謝
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所
ま
で
訪
問
面
接
に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
非
日
常
場
面
で
の
支
援
こ
そ
、
日
常
の
心
理
臨
床
力
が
問
わ
れ
る
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
平
常
心
に
務
め
た
も
の
で
し
た
。
跡
見
学
園
女
子
大
学
で
の
五
年
間
を
振
り
返
ろ
う
と
し
た
と
き
、
幾
つ
か
の
道
筋
が
湧
い
て
き
ま
し
た
が
、
結
局
、
こ
こ
に
記
し
た
よ
う
な
こ
と
が
浮
き
出
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
、
な
ぜ
、
そ
の
筋
を
私
の
無
意
識
は
選
ん
だ
の
か
を
自
己
分
析
し
た
も
の
で
す
が
、
定
年
退
職
を
目
の
前
に
す
る
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
な
っ
た
か
ら
か
、
い
ま
は
、
そ
う
し
た
こ
と
に
関
心
が
向
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
何
に
関
心
が
向
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
自
己
へ
の
「
な
ぜ
」
と
い
う
問
い
で
は
な
く
、
自
ず
と
湧
い
て
く
る
「
こ
う
あ
り
た
い
」
と
い
う
思
い
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
す
。
で
き
る
だ
け
そ
の
思
い
に
沿
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
も
の
と
思
う
し
だ
い
で
す
。
私
な
り
の
跡
見
花
蹊
先
生
イ
メ
ー
ジ
は
、
自
分
の
判
断
の
下
に
活
動
す
る
女
性
、
他
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
己
実
現
を
目
指
す
女
性
で
す
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
い
だ
く
の
は
、
私
の
今
の
無
意
識
が
そ
う
し
た
女
性
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
跡
見
学
園
女
子
大
学
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
跡
見
の
伝
統
に
触
れ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て

こ
う
あ
り
た
い

と
い
う
思
い
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
跡
見
の
文
化
に
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。
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職
　
歴
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
十
月
　
福
岡
教
育
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
講
師
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
十
月
　
福
岡
教
育
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
助
教
授
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
　
四
月
　
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授
（
〜
平
成
十
九
年
三
月
）
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
　
四
月
　
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
幼
稚
園
園
長（
併
任
〜
平
成
十
八
年
三
月
）
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
　
四
月
　
秋
田
大
学
名
誉
教
授
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
　
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
臨
床
心
理
学
科
教
授（
〜
平
成
二
四
年
三
月
）
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
　
四
月
　
同
心
理
教
育
相
談
所
所
長
（
〜
平
成
二
四
年
三
月
）
主
要
業
績
著
書
『
臨
床
心
理
学
大
系
18
心
理
臨
床
の
展
開
』（
金
子
書
房
　
二
〇
〇
〇
年
十
月
）（
編
・
著
）
109
鶴光代先生　略歴
鶴
　
光
代
（
つ
る
　
み
つ
よ
）
生
年
月
日
（
出
生
地
）
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
二
十
六
日
（
福
岡
県
）
学
　
歴
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
三
月
　
福
岡
学
芸
大
学
中
学
校
教
員
養
成
課
程
社
会
科
卒
業
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
三
月
　
福
岡
教
育
大
学
専
攻
科
教
育
心
理
学
専
攻
修
了
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
三
月
　
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
教
育
心
理
学
専
攻
修
了
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
九
月
　
九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
教
育
心
理
学
専
攻
退
学
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『
心
理
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
〇
二
年
六
月
）（
共
著
）
『
実
践
！
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』（
金
剛
出
版
　
二
〇
〇
二
年
七
月
）
（
共
著
）
『
障
害
の
あ
る
人
を
支
え
る
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）（
共
著
）
『
健
康
・
治
療
動
作
法
』（
学
苑
社
　
二
〇
〇
三
年
六
月
）（
共
著
）
『
教
育
動
作
法
』（
学
苑
社
　
二
〇
〇
三
年
十
月
）（
共
著
）
『
よ
く
わ
か
る
臨
床
発
達
心
理
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
〇
五
年
四
月
）
（
共
著
）
『
臨
床
動
作
法
へ
の
招
待
』（
金
剛
出
版
　
二
〇
〇
七
年
三
月
）（
単
著
）
『
動
作
の
こ
こ
ろ
　
臨
床
編
』（
誠
信
書
房
　
二
〇
〇
七
年
八
月
）（
共
著
）
『
発
達
障
害
児
へ
の
心
理
的
援
助
』（
金
剛
出
版
　
二
〇
〇
八
年
九
月
）
（
編
・
著
）
『
学
生
相
談
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
学
苑
社
　
二
〇
一
〇
年
二
月
）（
共
著
）
学
術
論
文
「
発
達
障
害
児
へ
の
心
理
的
援
助
―
広
汎
性
発
達
障
害
を
中
心
と
し
て
」
社
団
法
人
　
日
本
精
神
科
病
院
協
会
日
本
精
神
科
病
院
協
会
雑
誌
　
第
二
十
八
巻
第
八
号
　
二
〇
〇
九
年
八
月
「
臨
床
動
作
法
　
精
神
科
治
療
学
」
精
神
療
法
・
心
理
社
会
療
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　
第
二
十
四
巻
増
刊
号
　
星
和
書
店
　
二
〇
〇
九
年
十
月
「
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
基
本
的
態
度
」
臨
床
心
理
学
　
増
刊
第
一
号
　
金
剛
出
版
二
〇
〇
九
年
十
月
「
こ
こ
ろ
を
支
援
す
る
」
臨
床
心
理
学
　
増
刊
第
二
号
　
金
剛
出
版
　
二
〇
一
〇
年
九
月
「
親
子
面
接
と
臨
床
動
作
法
ア
プ
ロ
ー
チ
」
臨
床
心
理
学
　
第
十
巻
第
六
号
金
剛
出
版
　
二
〇
一
〇
年
十
一
月
「
臨
床
技
法
と
し
て
の
面
接
を
考
え
る
」
臨
床
心
理
学
　
第
十
一
巻
第
二
号
金
剛
出
版
　
二
〇
一
一
年
三
月
「
子
ど
も
の
不
安
を
癒
す
心
理
療
法
」
教
育
と
医
学
　
第
五
十
九
巻
十
号
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
一
年
十
月
『
心
理
臨
床
学
事
典
』
日
本
心
理
臨
床
学
会
編
・
編
集
委
員
長
　
丸
善
出
版
　
二
〇
一
一
年
八
月
学
外
か
ら
の
委
嘱
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
大
学
評
価
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
〇
二
年
八
月
〜
二
〇
〇
四
年
三
月
）
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
〇
三
年
一
月
〜
二
〇
〇
三
年
九
月
）
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
等
審
査
会
専
門
委
員
お
よ
び
国
際
事
業
委
員
会
書
面
審
査
員
（
二
〇
〇
五
年
八
月
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
）
武
蔵
野
大
学
大
学
院
教
員
資
格
審
査
委
員
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
六
年
二
月
）
愛
知
学
院
大
学
外
部
評
価
委
員
（
二
〇
〇
六
年
二
月
〜
二
〇
〇
六
年
十
月
）
文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
学
術
機
関
課
「
特
色
あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
」
専
門
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
九
年
三
月
〜
二
〇
一
一
年
三
月
）
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
　
平
成
22
年
度
大
学
評
価
委
員
会
心
理
学
系
第
二
専
門
評
価
分
科
会
主
査
（
二
〇
一
〇
年
四
月
〜
二
〇
一
一
年
三
月
）
110
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学
会
活
動
一
般
社
団
法
人
日
本
心
理
臨
床
学
会
　
理
事
長
（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
〜
現
在
）
日
本
催
眠
医
学
心
理
学
会
　
理
事
長
（
二
〇
一
一
年
九
月
〜
現
在
）
日
本
教
育
催
眠
学
会
　
理
事
長
（
二
〇
〇
四
年
二
月
〜
現
在
）
日
本
臨
床
動
作
学
会
　
常
任
理
事
（
二
〇
〇
二
年
七
月
〜
現
在
）
日
本
心
理
学
諸
学
会
連
合
　
副
理
事
長
（
二
〇
一
一
年
七
月
〜
現
在
）
社
会
に
お
け
る
活
動
臨
床
心
理
職
国
家
資
格
推
進
連
絡
協
議
会
　
会
長
（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
〜
現
在
）
一
般
社
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
会
　
理
事（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
〜
現
在
）
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
　
理
事
（
二
〇
一
〇
年
八
月
〜
現
在
）
東
日
本
大
震
災
心
理
支
援
セ
ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一
一
年
四
月
〜
現
在
）
賞
罰
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ
ョ
ン
心
理
学
会
　
学
会
賞
（
二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
六
日
）
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